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五分ほど流され、広大な緑と湖に囲まれた黒龍江省の景色が映された。映像のなかで、地元 官民関係者や海外の投資家が黒龍江省の様々な魅力を語っていた。ビデオの内容をみると、仮 黒龍江省へ 投資をすぐに行うことは難しくても観光旅行に行ってみたいと思わせるも であった。
チチハル市の自然公園、広大な湿地帯に多く
の丹頂鶴が生息し、エコツーリズムの基地に
6月 16 日に北京で開催された「2015 黒龍江省
－日本ビジネス交流会」で講演を行う陸昊省長

























年五月の二階議員ミッション等を通じて日中関係が改善に向かうなか、その機を逃さず陸昊省長自らが陣頭指揮をとって、日系企業とのビジネス交流会を北京で開催し、中国日本商会 黒龍江省視察ミッションの訪問先なども自ら指示するなど、リーダーシップは卓越したものがある。中国日本商会視察ミッションとの会見 は、当初三〇分の予定を一時間に延長し、黒龍江省の産業高度化のビジョンや汚職取締り強化に向けた決意を自ら 言葉で語り続け、ミッション参加者は非常に感銘を受けていた。実際に今回の一連の行事を通じて、日系企業の個社ベースでの黒龍江省との交流も増えている。⑵東北地域は産業構造転換の課題に直面　
陸昊省長との会見では、もともと国営の石油産業、

















国からモンゴルを経由して シアに向かう国際列車の起点となっている。今年八月には瀋陽からハルビンまで開通していた高速鉄道がチ ま 延長され、こうした動きを加速している。ハルビ 市の宋市長との会見では、ハルビン市としてロシアとの国際物流の結節点を目指すとの発言があ など、国境貿易に今後 も力を入れていく様子であった
大慶市の郊外に新たに建設された温泉付大型リゾートホテル、
大慶市は中国 4大温泉観光地のひとつ
7月 19 日の大慶市と商談会では、日系企業の誘致に向けて
于副市長や幹部から熱心な働きかけがあった
「石油の町」大慶市では到るところに原油の掘削リグが設置
されるが、近年は減産傾向にある
大慶市では、石油産業、温泉リゾートと並んで湿地観光も
大きな魅力のひとつ
しのだ
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